










































































































2　年 22．4 13．4 9．4 21．1 33．7
3　年 24．8 17．2 10．2 19．8 28．1
4　年 30．1 19．0 15．0 16．9 19．0
5　年 30．0 25．2 2L5 14．5 8．8
6　年 28．2 28．8 26．0 12．6 4．5
7　年 24．5 31．9 28．6 12．5 2．6
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出生年 1952 1956 19601964 1968 1972 19761980
1956－1962
1948－1955
1940－1947
1932－1939
1924－1931
1916－1923
1908－1915
1900－1907
1892－1899
1884－1891
1876－1883
白人全体
30
24
32
34
46
43
49
35％
　＊
27
32
35
36
43
53
＊＊
匿36％
34
34
28
40
35
42
48
＊＊
36％
　＊
28
32
33
37
49
47
＊＊
＊＊
36％
11
22
26
19
34
41
45
＊＊
＊＊
27％
　＊
14
15
24
27
35
34
＊＊
＊＊
＊＊
24％
11
12
15
21
25
30
26
42
＊＊
＊＊
＊＊
23％
11
17
16
27
24
29
39
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
23％
＊　8年間のコーホートの全てがまだ選挙権を獲得していない
＊＊標本数が少ないために比較の材料として不適格
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内容は、極めて精緻な点にまで及んでおり、その論争の決着は未だついたとは言い難い。けれども、
1980年代に入ってからアメリカ有権者全体の党派心が回復傾向をみせたことは、ライフサイクル説
に有利に作用しているように思われる。先にみた表8に示されているように、強い政党一体者の比
率は、依然として老高若低パターンが続いている。仮にこの年齢差が世代効果に基づくものだとす
れば、1980年代に入ってからも、有権者の政党離れの過程が一層進行することになる。ところが実
際は、1980年代に入ってから有権者の脱政党化傾向に歯止めがかかり、むしろ党派心はやや回復傾
向をみせている。例えば、1984年における強い政党一体者の比率は、1952年時点のそれを上回るに
至っているのである73）。この党派心の回復傾向は、時勢の影響によるものと考えられ、従って時勢効
果をコントロールして導き出されたコンヴァースのライフサイクル説は、エイブラムソンの世代説
に比してより説得力をもっているようにみえる74）。
おわりに
　政治的社会化研究の噛矢であるハイマンの『政治的社会化』（1959年）、及び投票行動研究の古典
的存在であるキャンベルらの『アメリカの投票者』（1960年）が発刊されてから、今日までおよそ30
年が経過した。その間、政党一体感の発達過程の解明は、多くの研究者の関心を引いてきたところ
であった。そして、この30年間に積み上げられた研究蓄積によって、今日では一生涯を通した視座
から、政党一体感の発達過程をかなり詳細に把握できるようになった。この問題をめぐる個々の論
点についてはここで改めて論述はしないが、一応の結論をいえば、次の通りである。
　それは、政党一体感の発達過程において、とりわけ重要な時期が2期あるということである。ま
ず最初に重要な時期は、5歳～10歳頃の児童期である。この時期に、子供たちは親の独占的影響下
で政党一体感を形成する。そして次に重要な時期は、青年後期から成年初期の頃、年齢にすると17、
8歳～30歳頃にあたる。この時期は、初期社会化で獲得した政党一体感がまだ堅固なものとはなって
いないため、時代的状況の影響を受けやすく、また、新たな諸経験が党派心の変更をもたらす余地
を残している。
　そして、党派心の再編成あるいは党派心の脱編成（partisan　dealignment）をもたらすものとして、
新しい世代の青年後期から成年初期の頃における経験が重要な要因となる。ベックも述べているよ
うに、大恐慌を契機とした1930年代の民主党優位への党派心再編成75》、及び1960年代後半から1970年
代前半にかけて生じた党派心脱編成76）をもたらした主役は、20歳代の若年層であった。つまり、一般
的に言って、児童期における党派心の一次的社会化は、全体レベルでの党派心分布状況を保守する
機能を果たすのに対して、青年後期から成年初期にかけての二次的社会化は、それを変化させる機
能を果たしうるのである。
　注1）　政治的社会化研究は、次の文献を鳴矢とする。H．H．Hyman，　Political　Sociali2ation　：AStudy　in　the
　　　Psychology　of　Political　Beh　zvior（Glencoe，　IIL：Free　Press，1959）．
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2）　K．P．　Langton，」Political　Socialization（London：Oxford　University　Press，1969）p．18．岩男寿美子・真
　　　鍋一史・山口晃訳『政治意識の形成過程」動草書房、1978年、14頁。なお、ここでは邦訳書の訳文を一部改
　　　めた。
3）　政治的社会化研究の新しい動向を解説したものとして、広瀬弘忠「転機にきた政治的社会化研究」r東京女
　　　子大学紀要「論集」」第32巻第1号、1981年、参照。また、一生涯を通した視座から政治態度の形成・変容過
　　　程を考察した研究として、例えば次のような文献がある。B．　Stacey，　Political　Socinlication　in　VVestern
　　　Society　：An、A　nalysis　from　a　Lije．Span　perspective（London：Edward　Arnold　Ltd，1978）．　MK　Jennings
　　　and　R．G．Niemi，Generations　and　Politias，A　panel　Stttdy（of　Young∠4dultS　and　Their」parentS（princeton，
　　　NJ．：Princeton　University　Press，1981），　P．R．　Abramson，　Political　A　ttitudes　in　A　men’ca　：Formation　and
　　　Change（San　Francisco：Freeman，1983）．
4）　A．Campbell，　G．Gurin，　and　W．E．　Miller，　The　Voter　Dθα14㏄（Evanston，　Ill．：Row，Peterson，1954）．　A．
　　　Campbell，　P．E　Converse，　W．E　Miller，　and　D．E　Stokes，　The　American　Voter（New　York：Wiley，1960）．
5）　Campbell　et　a且．，　The　American　y碗γ，p．121．
6）　　Ibid．，　p．133．
7）　　Ibid．，　p．137．
8）　　Ibid．，　p．143．
9）　D．Easton　and　J．　Dennis，　Children　in　the　Po　litica　l　System’0卿’郷of　Political　Legi’timaのy（New　York：
　　　McGraw－Hi11，1969）pp．77－83．
10）　P．Lazarsfeld，　B．　Berelson，　and　H．　Gaudet，　The　People’s　Choice’How　the　Voter　Makes　up　HiS　Mind
　　　in　a　Presidential（lampaign，　Third　Edition（New　York：Columbia　University　Press，1968）．B．R，　Berelson，
　　　P．F．　Lazarsfeld，　and　W．N．　McPhee，　Voting　：　A　Study（of（iPinion∫Fomation　in　a　Prasidentinl　Cbmψaign
　　　（Chicago：University　of　Chicago　Press，1948）．
11）　　Berelson　et　al．，　oρ．　o猷，　p．88．
12）　Campbell　et　al．，　The　American　Voter，　pp．212－213．
13）　Hyman，　op．厩，　p．46．
14）　F．LGreenstein，　Children　and　Politics，　Revised　Edition（New　Haven　and　London：Yale　University
　　　Press，1969），　p．71．
15）　　Ibid．，　p．73．
16）　シカゴ調査の結果は、次の文献で報告されている。R．D．　Hess　and　J．V．　Tomey，　The　1）θ〃ψρ翅θη’of
　　　Political　A　ttitudes　in　Children（Chicago：A且dine，1967）．　Easton　and　Dennis，　op．　cit．
17）　Hess　and　Tomey，　op．厩，　p．90，　Table23．
18）　Greenstein，　oρ．　cit．，　pp．71－83．
19）　　Ibid．，　p．72．
20）　Hess　and　Tomey，　op．　c鉱，　p．99．
21）　M．K．　Jennings　and　R．G．　N　iemi，　The　Political　Character　Of　Adolescence　：The　Influence　of　Families
　　　and　SchoolS（Princeton，　N　J．：Princeton　University　Press，1974），p．39．
22）　Ibid．，　p．41，　TABLE　2．2．
23）　　Ibid．，　pp．38－39．
24）’　Ibid．，　p。44．
25）　　Ibid．，　p．45．
26）　　Ibid．，　p．48．
27）　M．K．　Jennings　and　K．P．　Langton，　c’Mothers　versus　Fathers：The　Formation　of　Political　Orientations
　　　among　Young　Americans，”ノbumal　Of　Politiczs　31（1969），　p．358，　APPENDIXより作成。
28）　　Ibid．，　pp．342－351．
29）　Jennings　and　N　iemi，　The　Political　Character　of　Adolescence，　pp．51－53．
30）　　Ibid．，　pp．58－61．
31）　Ibid．，　p．50，　TABLE　2．4．
32）　P．E．　Converse，　t｛Public　Opinion　and　Voting　Behavior，”In　F．1．　Greenstein　and　N．W．　Polsby，　eds．，
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　E．C。　Dreyer，　t℃hange　and　Stability　in　Party　Identifications，”ノbumal　of　Politics　35（1973），　pp．712－
722．
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　Jennings　and　N　iemi，　Generations　and　Politics，　p．51，　TABLE　3．1．
　　エイブラムソンの分析によれば、1960年代以降のアメリカ有権者の政党一体感の衰退は、党派心の弱い新
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　　Campbell　et　al．，　The　Amen’can　Voter，　pp．441－472．　PE．　Converse，℃n　the　Possibility　of　Major
Political　Realignment　in　the　South，”In　A．Campbell，　P，　E．　Converse，　W．　E．　Miller，　and　D．　E　Stokes，　eds．，
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473　－482．
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